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質問 内容 主題

（１）ロールモデル 子どもの頃に憧れ尊敬していた人。
自分にとってのヒーロー 自己概念

（２）雑誌やサイト 定期的に読んでいる雑誌やテレビ
番組、好きなウェブサイトなど 職業上の興味

（３）好きなストーリー 好きな本、映画。好きなストーリーを
自分の言葉で語る 人生台本

（４）指針となる言葉 好きな格言や言葉（モットー）、言い
回しを話す

自分に対する
助言

（５）幼少期の思い出 幼少（３～６歳）期、もしくは思い出
せる一番初めの出来事

人生についての
信念

誌上  進路指導ケーススタディ

  将来を思い描けない
 生徒とどう向き合うか

職業調べや職業体験などさまざまな機会を設けて進路学習を進めても、自分の将来を思い
描けない生徒がいます。また、将来を常にネガティブに捉え、前に進めない生徒もいます。その
ような生徒と向き合う際に役立つ理論として、過去から現在の経験に対する意味づけにより、
自分らしいキャリアストーリーを描こうとする、サビカスのキャリア構築理論を取り上げました。

取材・文／清水由佳　イラスト／おおさわゆう

こ ん な ケ ー ス

1
将
来
は
普
通
で
い
い

と
言
う
1
年
生

2
諦
め
モ
ー
ド
で
進
路
を

見
失
っ
て
い
る
2
年
生

3
将
来
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

捉
え
投
げ
や
り
な
3
年
生
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 【監修＆アドバイス】

定
的
に
捉
え
な
い
と
い
う
点
で
す
。
人
生
を

一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
解
釈
し
、
自
分

の
中
に
働
く
意
味
や
価
値
を
見
出
す
こ
と
で

キ
ャ
リ
ア
が
構
築
さ
れ
る
と
説
き
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
個
々
の
主
観
的
な
キ
ャ
リ
ア
構
築

は
、
伝
統
的
な
一
定
の
枠
組
み
で
人
生
を
計

画
で
き
な
い
変
化
が
激
し
い
V
U
C
A
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
、
新
し
い
理
論
と
言
え
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
構
築
理
論
で
は
、
大
き
く
３
つ

の
概
念
、「
職
業
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」「
キ
ャ
リ

ア
適
合
性（
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ダ
プ
タ
ビ
リ
テ
ィ
）」

「
ラ
イ
フ
テ
ー
マ
」が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
職
業
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」と
は
、
ホ
ラ
ン

ド
な
ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
理
論
か
ら
発
展
し
た
も

の
で
す
が
、
従
来
の
マ
ッ
チ
ン
グ
理
論
が
人
と

環
境
の
適
合
性
を
あ
る
程
度
厳
密
に
測
定

し
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、

そ
の
適
合
性
は
動
的
で
変
化
す
る
も
の
、
そ

の
時
々
の
本
人
の
解
釈
や
理
解
に
よ
る
、
主

観
的
な
も
の
と
捉
え
ま
す
。
そ
の
た
め
職
業

興
味
検
査
な
ど
も
、
例
え
ば「
研
究
タ
イ
プ

は
I
T
向
き
」と
固
定
的
に
考
え
ず
、「
I
T

に
興
味
が
も
て
る
の
か
も
。
あ
る
い
は
最
近
、

研
究
や
探
索
を
し
て
達
成
感
を
得
た
？
」の

よ
う
に
、
可
能
性
と
し
て
の
仮
説
の
説
明
に

用
い
る
必
要
が
あ
る
と
説
き
ま
す
。

 

「
キ
ャ
リ
ア
適
合
性（
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ダ
プ
タ
ビ

リ
テ
ィ
）」は
、「
現
在
あ
る
い
は
今
後
の
キ
ャ
リ

ア
発
達
課
題
、
職
業
上
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
、

個
人
的
な
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
に
対
処
す
る
た
め

の
レ
デ
ィ
ネ
ス
お
よ
び
リ
ソ
ー
ス
」
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
未
来
へ
の「
関

心
」、
未
来
に
対
す
る
自
ら
の「
統
制
」、
可

 

「
キ
ャ
リ
ア
構
築
理
論
」は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
教
育
・
実

践
・
研
究
を
行
っ
て
き
た
マ
ー
ク
・
L
・
サ
ビ

カ
ス（M

ark L.Savickas

）が
、
ス
ー
パ
ー
の

キ
ャ
リ
ア
発
達
理
論
や
ホ
ラ
ン
ド
ら
の
マ
ッ
チ

ン
グ
理
論（
特
性
因
子
論
）な
ど
を
統
合
し
、

発
展
・
展
開
し
た
キ
ャ
リ
ア
理
論
で
す
。
大

き
な
特
徴
は
、
一
人
ひ
と
り
の
物
語
や
個
人

の
特
殊
性
に
焦
点
を
当
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
固

能
性
を
探
索
す
る「
好
奇
心
」、
実
現
に
向

け
た「
自
信
」の
４
次
元
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
と
説
き
ま
す
。
進
路
相
談
の
な
か
で
は
、

こ
の
４
次
元
を
意
識
す
る
と
、
課
題
の
整
理

に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

 

「
ラ
イ
フ
テ
ー
マ
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
人

生
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
や
到
達

す
る
必
要
の
あ
る
価
値
の
こ
と
で
、
一
見
バ

ラ
バ
ラ
に
見
え
が
ち
な
キ
ャ
リ
ア
に
統
一
感
の

あ
る
意
味
や
価
値
を
与
え
て
く
れ
る
解
釈
の

枠
組
み
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
フ
テ
ー
マ
を
見
出
す
手
法
と
し

て
、
サ
ビ
カ
ス
は
５
つ
の
主
要
な
質
問
に
よ
っ

て
構
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
ス
ト
ー
リ
ー・
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
実
践
し
、
理
論
化
し
ま
し
た（
表
）。

　
い
ず
れ
も
仕
事
や
職
業
か
ら
離
れ
た
比
較

的
話
題
に
し
や
す
い
質
問
な
の
で
、
仕
事
や

未
来
へ
の
希
望
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い

人
に
と
っ
て
、
自
分
な
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
見

出
し
や
す
い
と
言
え
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
な
か
で
支
援
者
と
な
る
教
員
は
、
生
徒

が
語
る
言
葉
を
大
事
に
し
、
言
葉
を
つ
な
ぎ
、

生
徒
自
身
が
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
気
づ
け
る

よ
う
な
質
問
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

表 キャリアストーリー・インタビューの５つの質問

進路指導に役立つ理論●サビカス「キャリア構築理論」

理論を活かす
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ケ ー ス 1

ケ ー ス 2

ケ ー ス 3

時
間
を
か
け
た
語
り
で
、

自
分
に
自
信
と
確
信
を
得
て
い
く

　

進
路
相
談
を
し
て
い
る
と
、
普
通
に
過
ご
せ
れ
ば
い

い
と
言
う
生
徒
が
い
ま
す
。
宿
題
や
提
出
物
な
ど
は
き

ち
ん
と
守
り
、
成
績
も
そ
こ
そ
こ
。
な
の
に
、
な
ぜ
か

進
路
に
関
し
て
は
意
欲
が
低
く
、
周
囲
の
勧
め
で
安

易
に
選
択
し
た
り
、
希
望
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
っ
た
り
。
そ

の
よ
う
な
生
徒
と
は
、
特
に「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」や「
好

き
な
雑
誌
・
サ
イ
ト
」な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ン
カ
ー
の
基
に
な
る
も
の
を
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
り
の
延
長
で
、「
あ

な
た
に
は
能
力
が
あ
っ
て
、
意
志
の
力
で
い
か
よ
う
に

も
変
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
伝
え
、
キ
ャ
リ
ア
へ
の「
関
心
」や「
統
制
」「
自
信
」

を
育
む
こ
と
を
意
識
で
き
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

自
分
の
ヒ
ー
ロ
ー
像
や
モ
ッ
ト
ー
か
ら
、

課
題
を
客
観
視
し
て
も
ら
う

将
来
を
見
据
え
て
、

価
値
観
へ
の
気
づ
き
を
並
行
し
て
行
う

　

サ
ビ
カ
ス
は
、「
人
は
社
会
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
互

い
に
変
化
し
合
う
」と
い
う
社
会
構
成
主
義
の
立
場
か

ら
理
論
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
、
諦
め
が
ち

な
ど
好
ま
し
く
な
い
思
考
や
行
動
も
、
経
験
に
よ
り

身
に
つ
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
何
だ
っ

た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
思
考
を
客
観
的
に
見
る
と
ど

う
感
じ
る
か
な
ど
、
課
題
を
外
在
化
す
る
関
わ
り
が

大
切
で
す
。「
好
き
な
ス
ト
ー
リ
ー
」
や「
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
」な
ど
を
通
じ
て
、
ヒ
ー
ロ
ー
や
ヒ
ロ
イ
ン
が
ど
う
苦

難
を
乗
り
越
え
が
ん
ば
っ
て
き
た
か
、
そ
れ
に
対
し
て

ど
う
思
う
か
な
ど
を
聞
い
て
み
た
り
、「
指
針
と
な
る

言
葉
」な
ど
で
、
自
分
へ
の
応
援
を
再
確
認
で
き
る
と
、

抱
え
て
い
る
課
題
の
客
観
視
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

急
な
進
路
変
更
で
時
間
が
な
い
と
、
教
師
も
慌
て

ま
す
。
ま
ず
ど
こ
か
に
就
職
を
決
め
て
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
は
大
事
で
す
が
、
一
方
で
、「
ど
こ
で
も
い
い
」
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
仕
事
観
が
あ
や
ふ
や
だ
と
、
将
来
的

に
安
易
な
離
職
・
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
時
間
が
な
い
な
か
で
も
、
専
門
学
校
に
期
待

し
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
の
得
意
・
不
得
意
な
ど
も
考

え
、
本
人
が「
自
分
が
な
ぜ
こ
の
会
社
を
選
ん
だ
か
」

と
い
う
納
得
感
を
大
事
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
ス
ト
ー
リ
ー・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
間
な
ど
も
作

り
、
自
分
の
価
値
観
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く
と
、
将
来
職
場
で
困
難
に
直
面
し

て
も
、
自
分
で
乗
り
越
え
る
助
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

生徒： 進路は、普通でいい。この前、お母さんが言っていた
けど、公務員って安定してるし、残業もなくていいって。
それならいいかな？

先生： 公務員だって、今は大変だよ。それより、将来、どん
な仕事をしてみたいとか、勉強してみたいとか、何か
ないの？

生徒： う～ん、あんまりないなあ。
先生： この前、いろんな先輩たちが話をしてくれたじゃない？
生徒： …、まあ、みんながんばってましたよね。
先生： あなたは、何かがんばってみたいとかない？
生徒： え～。めんど臭いのは苦手。

生徒： やりたいことが自分には無理な気がしてきた。
先生： どんなことをやりたいと思う？
生徒： 医者とか薬剤師とか、医療系の仕事っていいなと思う

んだけど、勉強が大変だし、そこまでがんばれるか自
信がなくなってきた。

先生： 確かに、勉強は大変だけど、やる前から諦めるのはど
うかな？

生徒： でも、最近、数学とか物理とか、理系科目があんまり
得意じゃないかもって思い始めて…。

先生： やれるだけやってみて、もしダメだったとしても、その
努力は絶対報われると思うよ。

生徒： 専門学校に行くって言っていたんだけど、入学金と
か予想以上に高くて、ちょっと難しいってことになった。

先生： 奨学金とか、いろいろ方法もあるけど調べてみたか？
生徒： まあ、そこまでやりたいかってよくわかんないし、とり

あえず就職しようかなって。
先生： え、今からか！？
生徒： どこでもいいからさ。何とかならない？
先生： じゃあ、とりあえずまだ募集中の求人がここにあるか

ら、どれか選んでみるか。
生徒： どうせどこ行っても大して変わらないだろうし、家から

近くて、そこそこ給料が良ければどこでもいいよ。

将来は普通でいいと言う
1年生

諦めモードで進路を見失っている
2年生

将来をネガティブに捉え投げやりな
3年生
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生徒： 進路は、普通でいい。この前、お母さんが言っていた
けど、公務員って安定してるし、残業もなくていいって。
それならいいかな？

先生： あなたの思う「普通」を一緒に考えてみようか。そのた
めに、どういうことに興味をもってきたのか、特に憧れ
ていたヒーローやヒロインを聞かせてもらえる？

生徒：  （憧れていた理由として）すごい特別な人とかじゃないの
に、ちょっと面白いとか、人の役に立ってるとか、いいな
って思っていた。身近な人を大切にしている感じが好き。

先生： そういう関わりを、あなたも大事にしていそうだけど。
生徒：そうなれればいいなと思っている。 
先生： それだけの力、あなたにはあると思うな。

生徒： 医者とか薬剤師とか、医療系の仕事っていいなと思うん
だけど、勉強が大変だし、そこまでがんばれるか自信が
なくなってきた。

先生： そうか。自分に自信がなくなってきたのか。ちなみに、医
療系のドラマとか、よく見ているとか憧れているとかある？
その主役の人をどう思う？（ドラマの話）

生徒： お話だけど、意志が強くて、どんな困難も乗り越えちゃう
のがスゴイ。

先生： あなた自身が自分のモットーにしている言葉ってある？
生徒： う～ん。「やらないより、やった後悔」かな。
先生： なるほど。何事にも、果敢に挑戦する姿に憧れがあるよ

うだね。

生徒： まあ、そこまでやりたいかってよくわかんないし、とりあ
えず就職しようかなって。

先生： そうか。この時期だからかなり求人は限られてくるけど、
少しでも納得できるところを選びたいな。前やった適性
検査の結果、覚えている？　（強み・こだわりなどを確
認していく）　それを活かすとすると、こんな会社とか、
こういう仕事とか。

生徒： へえ、これってどんな仕事？
先生：  （一通り説明を行い）、でね、それとは別に、急に進路

変更することになったから、一度ゆっくり自分がどんなこ
とを大事にしながらキャリアを築いていこうとするか、話
ができると嬉しいんだけど。

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

苅間澤先生の
ワンポイントアドバイス

あの手この手で生徒を支援。
そのためには理論が活きます

　今回のケーススタディのありがちなケー
スの対応は、特にどこがまずいというわけで
はなく、一般的に多くの先生が行っているや
りとりになっていると思います。ただし、それ
をあえてサビカスのキャリア構築理論を活か
した対応ではどうなるか、を「こんなやりとり
へ」でご紹介しました。「投げやり」「刹那的」
など、キャリアを考えることに後ろ向きな生
徒の場合は特に、仕事・職種研究ややりた
いこと探しだけでは難しいことが少なくあり
ません。その点、サビカスのキャリアストーリ
ー・インタビューは、自分のこれまでを振り返
り、そこから自分なりの人生のストーリーを語
るので、比較的取り組みやすいものです。ま
た、自分のストーリーに気づけると、将来的
にもし選択した進路が合わないと思ったとき
に、自分で軌道修正していくためのいわゆる
「キャリアアンカー」的な役割を果たすこと
にもなります。変化が激しい時代「一度決
めたことは絶対」は現実的ではありません。
離・転職自体は悪いものではなく、自分なり
のキャリアストーリーを歩むことが大切です。
そのための支援を、あの手この手で教師が
行う。さまざまなキャリア理論でたくさんの引
き出しを用意してあげてください。

『サビカス　ライフデザイン・カウンセリン
グ・マニュアル～キャリア・カウンセリング
理論と実践』
マーク・L・サビカス著　遠見書房
キャリアストーリー・インタビューの具体的な実践の仕
方などが、詳しく紹介されている。
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